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調査から見えてきた観光の課題 【重要×緊急マトリクス】

緊急度低い 緊急度高い

重
要
度
高
い

重
要
度
低
い

インバウンド
推進

デジタル
プロモーション

情報発信の
一元化

情報量の
向上

売れる商品の
開発・推進

多言語・
サイン等整備

通信環境の
整備

観光事業者の
人材育成・確保

デジタル人材・
サービスの推進

食のブランディ
ング推進

フード
ツーリズム推進

地元食材の
高付加価値化

誘客イベント
の推進

第1領域
問題課題の
領域

第3領域
見せかけの
領域

第4領域
優先が低い
領域

食のブランディング関係

プロモーション関係

受入環境整備整備関係

インバウンド関係

その他

宿泊税の
導入

宿泊施設の
再整備

データを活用し
たマーケティング

の推進

市有観光施設
の在り方検討

グリーンシーズン

観光推進第2領域
質の高い
領域

観光戦略
策定

市外PR
イベントの出展

次世代を担う
飲食店の創出

二次交通の
整備
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課題をもとに検討を推進したい項目（案）

①超左脳的プロモーション戦略 ③観光客も市民も、安心して過ご
せる環境整備戦略

②日本一の美食の街ブランディング
戦略

1⃣デジタルプロモーションの推進

・戦略的なSNSの活用

2⃣プロモーション手法の再検討

・観光情報発信・収集の一元化

・漏れ、ダブりのない地域情報の発信

3⃣質よりも量で届けるプロモーション

・市内事業者・市民を巻き込んだ南魚沼
観光の魅力発信、創出

1⃣ブランドイメージの構築

・地域食の磨き上げによる日本一の食のま
ちブランディング

2⃣フードツーリズムの推進

・南魚沼産食材の地産地消の推進・強化

・飲食店の担い手確保

・新規参入飲食店の創出

・「南魚沼の食」のシビックプライド向上

・着地型観光となる食による体験活動の
充実化

1⃣インバウンド推進

・多言語案内やサインの統一により滞在満
足度を向上する基盤整備

・新潟県や、近隣連絡協議会との広域連
携

2⃣二次交通の整備・推進

・観光MaaS等を活用した市内滞在周遊
の移動支援の向上

3⃣宿泊施設の再整備

・受入施設の滞在満足度向上化を狙った
施策を展開

4⃣観光人材育成・確保

・次世代の観光を担う人材の育成

今までの経験と勘によるプロモーションではなく、「顧客ベネ
フィット」を基軸とした論理的分析による観光プロモーション
を推進する。手法としては、来訪者の顧客データを活用し
たデータマーケティングを誘客の基盤とし、来訪者情報の取
得・数値化し、統計データのダッシュボード化により、顧客
情報を地域還元する。

スぺイン サンセバスチャンのような「地域の食」を通じた日本
一のローカルガストロノミーを目指し、南魚沼といえば「食の
街」として認知されるよう取組を推進する。また、「南魚沼の
食」を旅行の目的として来訪してもらえるよう、地域一体で
のブランドイメージ構築と、「食」を食べるだけでなく「楽しむ」
というエンターテインメントにまで昇華する取り組みを推進す
る。

国内、国外を問わず南魚沼市に訪れる人が安心安全に
楽しめるよう受入環境整備を整える。また、持続可能な地
域づくりへの貢献にも柔軟に対応していく必要があり、来訪
者だけでなく、地域住民や事業者、地域として来訪者を受
入れる体制づくりも同時に推進する。



～戦略策定後の展開～
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戦略策定により、効率的に売上を最大化する
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戦略策定後について

【「戦略」をもとにした実行部分である「す・じ・こ」が最重要】

---戦略はあくまで「手段」であり、その後の「実行」が重要---

戦略の数値化

戦術実行

効果測定

戦略を数値に落とし込み、PDCAを回す

戦略をより具体化させた戦術（事業）展開

戦術（事業）の見直し・検証・磨き上げ

KPIの設定 仮説検証 売上の原則 行動の根拠

マーケットイン マインドフロー 4P戦略 差別化

目標の再設定 コスト管理 効率・生産性
事業の廃止・

推進

観光地経営戦略
戦
略

す

じ

こ

第1歩

役割の明確化 理想状態の共通認識 地域の独自資源 アクションプラン
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戦略推進スケジュール（案）

前期（3年間）
令和6年度～令和8年度 中期（2年間）

令和9年度～令和10年度

後期（5年間）
令和11年度～令和15年度

令和6年度 令和7年度

推
進
体
制

重
点
戦
略
の
推
進

令和8年度

基
盤
整
備

収集する顧客データの検討

データの蓄積・データマーケティングの推進・顧客データの地域還元

各種データ・統計調査の見直し

データのダッシュボード化 ダッシュボードの活用

観光戦略の策定

戦略推進体制の検討 推進体制の設立

戦略本部（仮称）の設立 戦略本部（仮称）の見直し、メンバーの再編成

戦略推進チーム（仮称）の設立 事業推進チーム（仮称）の見直し、メンバーの再編成

事業の進捗状況・社会的な影響も鑑みて検討、推進

重点戦略の決定

①超左脳的プロモーション戦略

②日本一の美食の街ブランディング戦略

③来る人も受入れる人も、安心して過ごせる環境整備戦略

1⃣デジタルプロモーションの推進（要伴走）

重点戦略の推進

1⃣デジタルプロモーションの推進（自走）

2⃣プロモーション手法の再検討（情報集約・一元化）

3⃣質よりも量で届けるプロモーションの推進

重点事業の検討・実行・見直し

1⃣ブランドイメージの構築

2⃣フードツーリズムの推進

1⃣インバウンド推進

2⃣二次交通の整備・推進

3⃣宿泊施設の再整備

4⃣観光人材育成・確保
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ワークショップの実施について

【実施形式】

◎各テーブルごとにブレーンストーミングを実施

※ブレストのルール：他人の意見を否定せず、自由にアイデアを出し合う

【検討内容】

◎観光戦略について、

・３つの戦略の柱についての意見

※ご自身の事業に近いものや特に意見がある項目など、戦略に対する意見はどの項目でも大丈夫です。

・来訪者データから読み取った意見

・その他、南魚沼市観光に対する意見や課題、今後取り組むべきことなど自由意見

【流れ】

①自己紹介（各１分程度） ※ご自身の所属や、現在の仕事内容について

②【検討内容】について意見を発散


